
三
年

ス
テ
ッ
プ
１

１

次
の
傍
線
部
分
の
漢
字
の
読
み
方
を
、
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

①

休
暇
を
と
っ
て
海
に
遊
び
に
行
っ
た
。

（

）

②

林
道
を
歩
い
て
い
て
、
カ
モ
シ
カ
に
遭
遇
し
た
。

（

）

③

集
団
で
秩
序
正
し
く
行
動
す
る
。

（

）

④

先
月
、
作
品
の
展
示
会
が
催
さ
れ
た
。

（

）

⑤

お
た
が
い
に
納
得
す
る
ま
で
話
し
合
い
た
い
。

（

）

⑥

先
生
の
口
調
は
滑
ら
か
で
あ
る
。

（

）

⑦

夏
休
み
中
に
、
虫
歯
を
治
療
し
て
お
き
た
い
。

（

）

⑧

澄
み
き
っ
た
秋
の
空
が
広
が
っ
て
い
る
。

（

）

⑨

デ
パ
ー
ト
で
、
絵
画
展
が
開
か
れ
て
い
る
。

（

）

⑩

緩
や
か
な
坂
道
が
続
い
て
い
る
。

（

）

２

次
の
傍
線
部
分
の
漢
字
の
読
み
方
を
、
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

①

結
果
を
直
ち
に
報
告
す
る
。

（

）

②

優
れ
た
芸
術
に
接
し
、
美
的
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
す
。

（

）

組
９

漢

字

の

読

み

２

番 号

氏 名



③

元
気
に
戸
外
で
運
動
す
る
。

（

）

④

祖
母
の
柔
和
な
顔
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
す
。

（

）

⑤

先
生
の
一
言
で
教
室
中
が
朗
ら
か
に
な
る
。

（

）

⑥

文
化
祭
の
展
示
に
工
夫
を
凝
ら
す
。

（

）

⑦

粘
り
強
く
努
力
す
る
こ
と
が
肝
心
だ
。

（

）

⑧

会
議
の
欠
席
者
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

（

）

⑨

原
っ
ぱ
で
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
転
げ
ま
わ
る
。

（

）

⑩

波
の
上
に
漂
う
水
鳥
を
見
る
。

（

）

３

次
の
傍
線
部
分
の
漢
字
の
読
み
方
を
、
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

①

映
画
館
で
不
朽
の
名
作
を
鑑
賞
す
る
。

（

）

②

巣
穴
か
ら
小
鳥
が
頻
繁
に
出
入
り
す
る
。

（

）

③

晴
れ
た
日
に
は
、
洗
濯
物
が
よ
く
乾
く
。

（

）

④

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
厳
か
な
音
色
に
心
が
洗
わ
れ
た
。

（

）

⑤

提
案
の
理
由
を
詳
細
に
説
明
す
る
。

（

）

⑥

昭
和
の
名
作
を
網
羅
し
た
文
学
全
集
を
購
入
す
る
。

（

）

⑦

遺
産
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
起
き
る
。

（

）

⑧

母
は
美
容
院
を
営
ん
で
い
る
。

（

）

⑨

努
力
し
て
現
在
に
至
る
。

（

）

⑩

友
達
と
川
に
沿
っ
て
歩
く
。

（

）


